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（平成２８年１１月１５日受理）

要　　　　　旨

本研究の目的は、宗教に対する動機づけの構造に関する検討を行うことであった。宗教
に対する動機づけにかかわる３２項目からなる質問紙が３３３名の大学生に実施された。因子
分析を行った結果、超自然科学関心、現状否定評価、自己肯定評価、向上の４つの因子が
見いだされた。また下位尺度においては、現状否定評価、自己肯定評価の間に中程度の負
の相関がみられたが、その他の下位因子間の相関は見られなかった。さらに超自然的経験
と下位尺度の一つである超自然科学関心に関連があることが明らかとなった。

キーワード：宗教動機づけ、超自然的現象、自己肯定

問題と目的

私たちは宗教をイメージするとき、なんらかの絶対存在、例えば「神様」と呼ばれるよ
うな絶対的存在を信奉する活動を思い浮かべる。それに対して我々のような無宗教者ある
いは特定の宗教を信奉していない人が当該宗教に対して、そもそもなぜそのような対象を
信奉することができるのかといった根源的疑問を内包している。このような疑問が内包さ
れる理由については、現代では合理的思考や自然科学が普及したことによって、超越的な
神の存在や来世や死後の世界の実在性が否定され、その結果、一切の宗教を否定する傾向
があることが指摘されている（小田、２００４）。
しかし現実に宗教は存在し、多くの信徒が多様な宗教に関わっている。文部科学省の宗

教法人数総括表平成２７年度版によると平成２６年１２月３１日日現在で、日本の宗教人口は
１９０２１９８６２人となっており、おおよそ２億人と日本の総人口よりかなり多い宗教人口とな
る。宗教法人自身による報告による調査の人数であることや、本研究における「信奉して
いる」ことと直接対応しているかどうかについては、かなりの留保が必要であるが、相当
数の宗教信奉者が存在していることは推測できる。
ところで宗教の不思議なところは、宗教を信じるためには本来、その宗教を理解するこ

と、すなわち教義や当該宗教における論理だてを理解することが必要であると無宗教者の
立場からは想定できるが、そのためには学習が必要でかつ、かなりの動機づけの必要性が
仮定されることである。
例えば親の代から宗教に囲まれた環境で過ごしている場合を除き、何かの宗教を信奉す
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るためには、様々な宗教の中から選択が行われ、信じていない状態から信じ始めることが
必要であると推測できる。
本研究ではこのような宗教を信奉するような変化を想定した場合、現在宗教などに一切

関心がない人間の中に宗教を志向する可能性が存在し、何らかの動機づけ過程をへて信奉
が発生していくのではないかと仮定した。
このような問題にアプローチするために、本研究では無信奉者が信奉するに至る経過が

記述されている資料として、一連のオウム事件で有罪となった信徒達の自伝や裁判の記録
などの著書などを参考にした（降幡　２０００，２００１，２００１a，２００１b，２００２a，２００２b，２００２c，２００３a，
２００３b；藤田　２００８；林１９９８；林・川村２００５；島薗　１９９７）。記述されていた動機づけの例
をいくつかあげると、そもそも宗教に対して興味を持っていない、さらには嫌悪感を持っ
ていた状態に関する記述が複数見られた。また短期間の間にすべて自己の財産（不動産、
貯金、保険など）を教団に寄付を行った後（お金は不浄のものであるなどの認識）、出家す
るといった複数の記述が多く見られた（現世の否定）。また教祖の著書どおりに、呼吸法や
ヨガを修練しただけで（中には本を読んだだけで）、自身に非日常的な体験が生じたという
記述が見られた。さらにこの世の中に対する価値観の齟齬や違和感に対する記述や、さら
には解脱したい、悟りたいなど自分自身を向上させたいという欲求に対する記述も多く見
られるなど、複数の信者による共通した経験が記述されていた。
そこで本研究では信徒の信奉に至るまで記述された経験や体験を宗教に対する動機づけ

を構成する要因として注目し、無信奉者が信奉者に変化する過程を構成する要因として研
究対象とした。
また心理学の文脈では超能力、心霊現象、占い、UFO、神の存在など現代の科学では立

証されていないが、人々に信じられている現象ことを「不思議現象」と呼び、多くの研究
がなされてきた（例えば菊池１９９８、小城・坂田・川上　２０１５）。
本研究では不思議現象として検討されてきた文脈も加味しながら、宗教そのものを構成

すると考えられる教義としての宗教ではなく、宗教を志向するに至るいわゆる動機づけ過
程に焦点をあて、その構造を探索的に検討することを目的とすることとした。

方　　　法

調査対象　A県の大学生３３３名（男子１０８名，女子２２１名，不明４名）が調査に参加した。

調査内容
宗教観動機づけ尺度：本研究で扱う宗教観動機づけ尺度とは、宗教に対する関心や宗教に
関連する自己評価や社会観など宗教観そのものだけではなく、その動機づけなどの関連要
因を包含した尺度である。
作成方法：オウム事件を中心とした裁判記録や自伝、手記など、主として本人による入信
過程や動機、契機などのエピソードを収集した。その後そのエピソードを構成すると思わ
れるキーワードを抜き出すという方法を採用した。その結果３２項目からなる質問紙が作成
された。回答形式は５件法（あてはまる、ややあてはまる、どちらでもない、ややあては
まらない、あてはまらない：それぞれ５-１点に点数化した）であった。
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その他宗教に関連した経験（神秘的経験、超自然的体験）について評定を求めた。回答
形式は５件法（あてはまる、ややあてはまる、どちらでもない、ややあてはまらない、あ
てはまらない：それぞれ５-１点に点数化した）であった。
手続き　講義開始前に担当教員によって質問紙が配布され、その場で実施・回収がなされ
た。その際に、この質問紙の回答を個別に担当教員が見ることはなく（個人情報の回答は
ない）、成績などに影響するものでない、また答えたくない場合は答えなくてもよいという
旨の教示がなされた。

結　　　果

敢　尺度項目の検討
まず作成された３２項目の宗教観動機づけ尺度について、各項目の平均値及び標準偏差を
求めた。その後、得点分布に偏りがあると考えられる項目を以降の分析から除外した。
残った項目について主因子法・プロマックス回転による因子分析を行った。その結果、

複数の因子に大きく負荷する項目、どの因子にも負荷が小さい項目を除外して複数回の因
子分析（主因子法・プロマックス回転）を行った。さらに得られた因子の解釈可能性を検
討し、最終的に４因子を決定した。回転後の因子構造および因子間相関行列を表 １に示し
た。以下、各因子について検討する。

表１　宗教観動機づけ尺度の因子構造およびα係数

1(f1) 2(f2) 3(f3) 4(f4)
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第１因子は、「スピリチュアルに関心がある」、「ハルマゲドンに関心がある」、「超越的な
存在（神様など）を信じている」、「超能力に関心がある」、「占いに関心がある」、「宗教に
関心がある」、「輪廻転生（死んだ後にあらたに生まれ変わる等）を信じている」など、い
わゆる自然科学や科学教育において否定されている事項に対する項目に高い因子負荷量が
認められたため、「超自然科学関心」因子（今後ｆ１：因子１とする）と命名した。
第２因子は、「何かにつけて、自分は役に立たない人間だと思う」、「むなしさを感じてい
る」、「自分は全くだめな人間だと思うことがある」、「敗北者だと思うことがある」「今の生
活に違和感を感じている」など、自分自身の社会的現状に対する評価、とりわけどちらか
というと否定的評価に関わる項目に高い因子負荷量が認められたため、「現状否定評価」因
子（今後ｆ２：因子２とする）と命名した。
第３因子は、「色々な良い素質をもっている」、「少なくとも人並みには、価値のある人間
である」、「自分に対して肯定的である」、「物事を人並みには、うまくやれる」、「だいたい
において、自分に満足している」、「自分には自慢できるところがあまりない（逆転）」な
ど、自己の内的な評価、特に肯定的評価に関わる項目に高い因子負荷量が認められたため、
「自己肯定評価」因子（今後f３：因子３とする）と命名した。
第４因子は、「心を成熟させたい」、「自分を向上させたい」、「精神性を向上させたい」、

「社会に貢献したい」など、主として自分自身を向上させたい考える項目に高い因子負荷量
が認められたため、「向上」因子（今後f４：因子４とする）と命名した。
その後因子相関を検討したところ、「現状否定評価因子」と「自己肯定評価」因子の間に

中程度の負の相関が見られた。
それ以外の因子の相関を見ると、その値の絶対値が．２０以下と低く、互いの因子はそれぞ

れ独立していることが推察された。
次に、各因子を構成する項目を下位尺度とし、各下位尺度の信頼性に関して、α係数を

算出した。α係数については、表 １に示した通りであり、因子１は．７９、　因子２は．８１、因
子３は．８３、因子４は．７５と項目数との関連で十分な値を示した。
柑　下位尺度得点の検討
下位尺度を構成する項目の合計得点を項目数で除した得点を下位尺度得点とし、各下位

尺度の平均値および標準偏差を表 ２に示した。
下位尺度の平均値について検討するため、下位尺度の種類を水準とする１要因の分散分

析を行った。
その結果、有意な主効果が認められた（F（３，９３９）= 

３２１．９７，　p<．０１）。そこで続いてボンフェローニによる
多重比較を行ったところ、ｆ４＞ｆ３＞ｆ２＞ｆ１とい
う順に得点が高かった。
桓　超自然的体験と下位尺度の関連性に関する検討
「超自然的な体験をしたことがある」に「あてはまる」

「ややあてはまる」と回答した被験者を「体験有」、それ

 

f1 2.42 0.78
f2 3.12 0.92
f3 3.37 0.74
f4 4.23 0.66

表２　各下位尺度得点の平均値およ
　　　び標準偏差

以外の回答をしたものを「体験無」として、「体験有無」を独立変数、各下位尺度得点を従
属変数として分散分析を行った。その結果、因子１の下位尺度得点において、有意な主効
果がみられた（F（１，３１４）= ３６．１２，　p<．０１）。
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その他因子２、因子３、因子４の各下位尺度得点においては、有意な主効果はみられな
かった（表３参照）。
以上の結果から、超自然的な体験と超自然的関心の間に関連性があることが明確になっ

た。
棺　神秘的な経験と下位尺度の関連性に関する検討
「神秘的な経験をしたことがある」に「あてはまる」「ややあてはまる」と回答した被験
者を「経験有」、それ以外の回答をしたものを「経験無」として、「経験有無」を独立変数、
各下位尺度得点を従属変数として分散分析を行った。その結果、因子１の下位尺度得点に
おいて、有意な主効果がみられた（F（１，３１５）= ３２．３０，　p<．０１）。また因子３の下位尺度
得点において、有意な主効果がみられた（F（１，３１８）= １０．９７，　p<．０１）。その他因子２、
因子４の各下位尺度得点においては、有意な主効果はみられなかった（表４参照）。
以上の結果から、神秘的経験と超自然的関心の間に関連性があることが明確になった。
また因子３においても、平均値に差が見られたこと、同様の傾向が超自然的体験におい

ても見られることから、神秘的経験や超自然的体験があると自己肯定が高まる可能性が示
唆された。
また「超自然的な体験をしたことがある」と「神秘的な経験をしたことがある」の関係

について検討するために、それら２項目のピアソンの相関係数を算出したところ、．８１と
高い相関係数が認められた。

 

f1 2.91 0.92 48 2.17 0.76 268 **
f2 0.95 48 0 0.92 272
f 6 0.7 48 4 0.7 271 *
f4 7 0.6 48 4.20 0.66 269

p 5 p

表３　超自然的な体験の有無と下位尺度得点

 

f1 2.92 0.95 2.19 0.76 273 **
f2 3.15 1.01 3.11 0.91 277
f3 3.71 0.68 3.32 0.73 276 **
f 1 0.6 2 0.66

p 5 p

表４　神秘的な経験の有無と下位尺度得点
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考　　　察

宗教動機づけ構造を構成する因子として、超自然科学関心、現状否定評価、自己肯定評
価、向上の４つの因子が見いだされた。またそれぞれの下位尺度得点は、超自然科学関心
＜現状否定評価＜自己肯定評価＜向上であったことは、被験者が一般の大学生であること
からも、非科学的なことに関心が少なく、どちらかといえば、現状を肯定し、より向上し
ていきたいといった、人物像が想定できる結果である。
しかし本研究において神秘経験や超自然的体験が、超自然的関心と強い関連があること

が示唆されたことは、Gilovich（１９９１）が指摘しているように、「体験」が解釈に影響を与
えている可能性を示唆するものでもある。
さらに加えて体験が関心の原因なのか、関心が経験の原因となるのか、因果関係につい

ては本研究で明らかにすることはできなかったが、それらの関係性についても検討してい
くことが必要である。
本研究では、神秘経験や超自然的体験に当てはまると回答した人数は被験者全体の１５％

ぐらいであったが、被験者が評価した神秘経験や超自然的体験が具体的にどのような内容
なのか、体験や経験の中身に対する吟味も今後必要となる。
さらに超自然科学関心（因子１）を構成する項目の中には、「超越的な存在（神様など）

を信じている」や「輪廻転生（死んだ後にあらたに生まれ変わる等）を信じている」など
の信奉性を伴った項目も含まれていることから、関心と信奉についての関連性が示唆され
た。今後より明確に、関心と信奉の関連について明確にしていくことが必要であろう。
また本研究では、信奉にいたるまでの過程の要因に注目したが、一部の宗教の信奉者の

記述を参考にしたため、他の宗教には異なる要因も存在している可能性がある。さらに信
奉を強化する要因や維持する要因についての検討は行われていない。今後はこれらの要因
も含めて宗教行動全体を構成する要因やその機能を明確にしていくことが必要である。
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Summary

Shinichi  HIROTA：
A Study about a Structure of Religious Motivation

The purpose of this study was to investigate the structure of religious motivation.The 
religious motivation questionnaire that was consisted of 32 items was administered to 333
　Japanese university students. We conducted a factor analysis on items, As a result of 
factor analysis, four factors were extracted: “Interest in  paranormal phenomena”, 
“Refusal to accept the present situation”, “Self-affirmation”, “Want to improve myself”
.　Moreover, a negative relationship between Factor “Refusal to accept the present 
situation” and “Self-affirmation”, although the latter correlation was no significant.There 
was a relationship between Supernatural experience and Interest for paranormal 
phenomena.

Key words: religious motivation, paranormal phenomena, Self-affirmation


